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              2023（令和 5）年度 茨城支部（第２０回）総会 報告 

支部長 西郷 治男 

 

 このたび 4 年ぶりに対面での支部総会開催に当たり、多数参加しやすいように初の日帰りの総会＆

懇親会を企画しましたが、皆さんの諸事情もあって当日は 16 名が出席。下記の通り、昨年度活動報

告と令和 5年度活動計画・予算他すべて承認いただきました。 

― 記 ― 

■ 日 時   令和 5年 5月 13日（土）10：00～12：00  ※総会後、12：15～14：20懇親会（昼食会） 

■ 場 所   守谷・いこいの郷 常総 多目的ホール   Tel 0279-72-3217 

■ 出席者  ・県南（坂東・常総・取手・野田・守谷他）           会員 35名中、8名出席 

         ・県北（水戸・ひたちなか・笠間・茨城町他）          会員 23名中、8名出席  

                                          計  会員 58名中、16名出席 

 １． 第 20回 総会   

◆ 開 会 （10：00）                              司会・議長：（県北）鈴木 武雄 

(1) 支部長挨拶  （西郷支部長） 

  ＜要旨＞・茨城支部は平成 16 年設立以来、会員数は約 90～100 名で推移してきたが、高齢化と

共に次第に減少して現在は会員数 58名(県南 35、県北 23)、平均年齢も 80歳を超えた。また加齢

と共に体調不良や健康不安等から行事への参加率低下、参加者減少・固定化等により活動の意

義や公平性などの課題が出てきた。これらは他支部も同様であり、寿会全体の共通課題である。 

・コロナ禍で活動休止の中、支部役員会で活動の意義や組織存続を真剣に話し合った結果、そろ

そろ解散時期を考えようという結論に至り、今年２月にアンケート調査を実施した。その結果は約９

割（88％）の会員から「解散はやむなし」時期は「役員に一任」という多数の会員の意思を確認した。 

・3 月の役員会でアンケート結果を踏まえ検討した結果、今総会で解散時期の明示及び活動再開

に向けた取り組み等を提案することにした。詳しくは議案提案の中で具体的な内容を説明する。 

今後も役員全員で協力して頑張っていくので、皆さんのご協力をよろしくお願いしたい。 

(2) 令和 4年度 活動報告  （井上副支部長） 

・昨年 4月から今年 3月までの主要活動について、書面総会、県北ハイキングサークル（顔合せ食

事会）、県南ハイキングとゴルフサークルは休止、支部ニュース 4回発行、役員会の概要を報告。 

(3) 令和 4年度 決算・監査報告 

 1．一般会計   （青木会計） 

  ・収入は繰越金 226 千円と年会費 50 千円（振込手数料を控除後）で、収入計 276 千円。 支出は

総会 0、一般経費 24千円、サークル活動補助 13千円、南/北各経費で 28千円、本部費 10千円、

予備費支出ナシで、支出計 75千円。  収入 276－支出 75＝次年度繰越金 201千円。 

2．別途積立金    (積立金管理者：西郷支部長) 

  ・期首残高 637 千円、入会金ナシ、収入 637 千円。   支出は慶弔関係で、喜寿祝 5 千円×2 名

（県南：井上、県北：前田）で 10千円、金婚式祝ナシ、香典 1万円×1名（県南：石垣）で 10千円、 

支出計 20千円。   収入 637—支出 20＝次年度繰越金 617千円。 

3．監査報告    （鈴木監事） 

・「4/24、西郷支部長と青木会計の立会いで領収書、通帳、現金など精査した結果、すべて適正

に処理されている」 と報告。            

～活動報告・決算・監査報告を一括、拍手で承認。 

(4) 令和 4年度新規加入(なし)・退会会員   （井上副支部長） 

・退会 5名(敬称略) （県南）一ノ宮武夫､石垣行信(死亡)､入内島嘉孝､小林 茂 （県北）鈴木 誠 

令和 5年 3月 31日現在  会員数 58名  （期首 63—5＝58、県南 35名、県北 23名） 

 (5) ＜第 1号議案＞ 令和 5年度活動計画（案）   （西郷支部長） 
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1.主要定例行事  

①支部総会・親睦会（5/13日帰り、守谷・いこいの郷常総、懇親会：食事会形式で近況報告等） 

②ゴルフサークル～（県南）芽吹きの会コンペに寿会ゴルフサークルメンバーが参加、年 1回。 

＜全体コンペなし＞（県北）水戸 OB コンペに寿会ゴルフサークルメンバーが参加、年 2回。   

③ハイキングサークル～（県南）秋 1回､終了後に懇親会。 （県北）春秋 2回､昼食で懇親会。 

2.活動の基本方針  

（1）支部解散について  

①支部解散時期は、2～3 年後とする。今年は準備期間として事務作業の検討(別途積立金返却

など)に取り組む。 

②解散後も地区毎に、相互の親睦や情報交換のため親しい仲間が集まる機会を作って活動を

継続する（但し、都度実費精算）。 

（2）今年度の活動内容  

①ゴルフサークル(紫峰会)は高齢化で参加者が減少し、従来の支部全体合同コンペの開催が困

難となったため、今年から地区別（県南、県北）活動とする。  

②今年は久しぶりに活動再開のため、アンケート結果にあるように参加者の負担増額については

参加実績を見ながら検討する。   

③アンケート結果から、情報提供への要望・期待が大きいため、支部ニュース等で情報や話題の

一層の充実を図る。 

④新たな活動として、「南北合同ズームミーティング(案)」、「新サークル活動(例：カラオケサーク

ル等)」の検討・トライアルを行い、解散後の活動につなげてられるようにしたい。 

～＜第１号議案＞令和 5年度活動計画、 拍手で承認。 

(6) ＜第 2号議案＞ 令和 5年度予算（案）    （西郷支部長） 

 1．一般会計 

  ・収入は繰越金 202千円、年会費 58千円、振込手数料（ATM152円､窓口 203円）8千円控除し、

収入計252千円。支出は総会80千円､一般経費25千円、県南・県北経費20千円×2＝40千円、

サークル（県南・県北）ゴルフ 15千円、（県南）ハイキング 15千円、（県北）ハイキング 15千円､ 

本部費 9千円、予備費 52千円で 支出計 252千円。 

2. 別途積立金 

・期首残高617千円に対し、慶弔関係は米寿祝（県南）１名で5千円、喜寿祝 4名（県南2、県北2）

で 20千円、金婚式祝 3名（総会前申告１名）で 15千円及び香典 10千円を見込み 25千円、 

以上により、支出計 50千円。     

～＜第 2号議案＞令和 5年度予算、 拍手で承認。 

(7) 令和 5年度支部役員      （議長：鈴木武雄） 

＜役員体制＞ 今年度は改選期ではないが、引き続き下記の現役員体制で継続する。 

・支部長 ； 西郷 治男      ・副支部長 ； 井上 純一    ・会計 ； 青木 正彰 

・監事（会計監査） ； 鈴木 武雄          ・（兼県南幹事） ； 井上 純一 

・（県南）ゴルフサークルリーダー；佐藤 武    ・（県北） 同 リーダー ； 鈴木 武雄 

・（県南）ハイキングリーダー；井上 純一 ・（県北）同リーダー；西郷 治男、サブ；青木 正彰 

◆ 閉 会 （12：00） 

 

 ２．懇親会   （12：15～14：30）            司会：（県南）佐藤 武 

～食事会スタイルで弁当・お茶を配布、食後は全員で近況報告を行い、有意義な懇親会でした。 

（1）開会挨拶           西郷支部長 

（2）近況報告          座席順に、(県南)参加者～(県北)参加者より報告。 

（3）閉会挨拶          井上副支部長                            以上 



 3 

■集合写真 

 

（後左より）中村幸男､青木正影､櫻井不二夫､石川徳治､熊谷 盛､矢吹静男､石上 明､宮本久雄､佐藤 武 

(前左より)井上純一、高田紀平、高石勝巳、中山周治、西郷治男、瀧口壮太、鈴木武雄  (敬称略) 

 

■昼食懇親会の風景 (昼食後、全員から近況報告を行い予定時間をオーバーして楽しく歓談) 

 

  

  


